
 

   2017 年 9 月 29 日 

報道関係各位 

GMO リサーチ株式会社 

「英語に関する意識調査」を未成年・成人計 10,000 名に調査 

～英語の活用意欲は成人より未成年が高い傾向に～ 

 
GMO インターネットグループでインターネットリサーチ事業を展開する GMO リサーチ株式会社（代表

取締役社長 細川 慎一 以下、GMO リサーチ）は、GMO リサーチが提携する日本の未成年・成人モニター

を対象に「英語に関する意識調査」を実施いたしました。 

 

●調査テーマ： 英語に関する意識調査 

●調査地域 ： 日本 

●調査対象 ： 15～19 歳の男女  5,000 名 

        20～59 歳の男女  5,000 名     計 10,000 名 

●調査期間 ： 2017 年 8 月 25 日～9 月 22 日 

●調査方法 ： インターネット調査（クローズド調査） 

 

【調査背景】 

昨今の日本では、グローバル化への対応が急がれており、世界で活躍する人材を育成するためにも、国際

共通語である英語教育のニーズが高まっています。小学校における英語教育も本格化しており、2008 年に

小学 5、6 年生を対象に「外国語活動」が導入され、2011 年には必修化されました。また 2020 年までに

は、小学 3 年生から英語教育が必修化し、小学 5 年生以上は「教科」として英語が導入される予定となって

おり、今後さらに英語教育の改革・充実が進んでいくと考えられています。一方、企業においても、英語の

公用語化や英語学習の推進などの取り組みが進んでいます。 

今回 GMO リサーチは、こうした英語力教育の高まりを受けて、英語教育の本格化に直面してきた 15 歳

～19 歳の未成年男女と、20 歳～59 歳の成人男女の英語に対する意識を探り、その実態を比較するべくアン

ケート調査を実施いたしました。 

 

【調査結果】 

■回答者の属性（表1） 

 回答者の男女比は、「男性」（50.0％）、「女性」（50.0％）と男女同数の構成とした。年代については、未

成年である「15～19 歳」は 50.0％、成人である「20 代～50 代」は合算して 50.0％になるよう、各年代

12.5％ずつの構成となっている。 

 

■英語に対する意識（図1～3、表 2） 

＜英語に対する得意／苦手意識＞ 

まずは、英語に対する意識を尋ねた。「得意（「とても得意」・「やや得意」を合算）」という回答は、未成年：

30.8％、成人：13.2％となり、未成年の方が成人より英語を「得意」だと感じている人が多いことがわかった。 

一方、英語に対して苦手意識があるかを尋ねたところ、「苦手意識がある（「とてもある」・「ややある」を

合算）」という回答は、未成年：62.4％、成人：67.0％となり、未成年・成人ともに 6 割超が英語に対して・

苦手意識を持っていることが判明した。 



 

＜苦手意識を感じ始めた時期＞ 

続いて、「苦手意識がある」と回答した人に、英語を苦手と感じるようになった時期を尋ねたところ、未成

年・成人ともに「中学 1 年（未成年：25.8％、成人：33.3％）」が 1 位となり、本格的に英語を学び始める

時期に苦手意識が芽生えることが多いことがわかった。また、未成年は「中学 2 年」（20.9%）、「高校 1 年」

（14.3％）と続き、成人は「社会に出てから」（18.8％）、「高校 1 年」（12.9%）と続いた。このことから、

未成年・成人に共通して、より複雑な英文法や長文読解を教わり始める「高校 1 年」に、苦手意識が芽生え

る第 2 の波が訪れていることがうかがえる。さらに、成人は「社会に出てから」が約 2 割にのぼり 2 位とな

っていることから、苦手意識を感じながらも、ビジネスで英語を使わざるを得ない場面に直面している人も

多いことが垣間見える結果となった。 

 

＜英語を苦手と感じる理由＞ 

英語を苦手と感じる理由については、未成年・成人ともに「英語を使う機会がない（未成年：69.6%、成

人：89.5%）」が 1 位となった。特に成人は約 9 割もの回答を集めて突出しており、利用シーンの少なさが

英語の苦手意識につながっていることがうかがえる。また、未成年は「文法がわからない」（66.1％）、「単語

が覚えられない」（54.2％）、「英文を読み解くことが難しい」（50.4％）が過半数にのぼり、単語や文法に関

する項目に回答が集まる結果となった。一方、成人は「聞き取りができない」（62.6％）、「文法がわからない」

（52.8％）、「発音が難しい（48.7%）」と続き、未成年と比べて、聞き取りや発音といった英会話に関する

項目で苦手意識を感じている人が多いことがわかった。 

 

■英語のスキル・勉強方法（図4～5） 

＜英語のスキル＞ 

英語に関して、自身が最も得意なスキルと、社会で求められていると感じるスキルについて尋ねた。得意

とするスキルについては、未成年・成人ともに「リスニング」（未成年：34.1％、成人：31.7％）と「リーデ

ィング」（未成年：32.2％、成人：30.8％）に回答が集まり、それぞれ 3 割を超える結果となった。 

一方、社会で求められていると感じるスキルについては、未成年・成人ともに「スピーキング」（未成年：

66.9％、成人：54.8％）が突出する結果となり、得意とするスキルと求められているスキルに相違があると

いうことが明らかとなった。 

 

＜英語の勉強方法＞ 

実践している（していた）英語の勉強方法については、未成年は「学校での授業」（80.8％）が突出する結

果となった。次いで、「教材を購入して」（29.2％）、「英語の歌詞を聴いて」（20.0％）という回答も 2～3 割

に上っていることから、学校での授業以外にも補足的に英語を勉強している人も多いことがうかがえる。ま

た、「英語学習アプリを利用」（未成年：15.6％、成人：4.5％）という回答は、未成年が成人を 11.1 ポイン

ト上回っており、スマートフォンやタブレット端末の普及により英語学習の方法も変化しつつあることがう

かがえる。 

一方、成人については、過去に「学校の授業」（53.8％）で勉強していた人が過半数にのぼり、「海外映画

鑑賞」（30.9％）をしている人も 3 割超となったものの、3 人に 1 人が「特に英語の勉強はしていない」

（33.4％）と回答した。 

 

 

 

 



■英語に触れている時間・活かしている場面（表3、図 6～7） 

＜英語に触れている時間＞ 

一週間で英語に触れている時間について尋ねたところ、未成年・成人ともに「１時間以下」（未成年：43.7％、

成人：84.2%）が最多となった。成人については 8 割超と、ほとんどの人が普段英語に触れていないことが

わかる。 

しかし未成年は、英語の勉強方法に関する質問で 8 割超が「学校で勉強」と回答していたことを踏まえる

と、4 割超の人が週に 1 時間も勉強していないとは考えにくいことから、『英語を勉強する』ことと『英語に

触れる』という概念が異なっていると想定される。 

 

＜現在英語を活かしている場面＞ 

また、現在英語を活かしている場面については、未成年は「学校やスクールで学ぶ」（42.0％）が一位とな

った。成人については「特になし」（67.3％）が約 7 割と、日常的に英語を活用していないことが改めて浮

き彫りとなった。 

 

＜今後英語を活かしたい場面＞ 

今後英語を活かしたい場面については、未成年は「海外旅行」（42.9％）が最多となり、その他「英語の曲

を聴く」（27.5%）、「外国人の友人との交流」（26.5%）、「英語の映画やドラマを字幕なしで見る」（24.7%）

などにも 2 割超の回答が集まった。一方で成人については、「特になし」（55.5%）が過半数、その他の項目

も未成年を下回っており、成人は未成年よりも英語の活用意欲が低い結果となった。 

 

■英語を習得することの重要性（図 8） 

英語を習得することが重要だと思うかについて尋ねたところ、未成年は 8 割超が「そう思う（「とてもそう

思う」・「ややそう思う」を合算）」（82.9％）と回答した。一方で、成人で「そう思う」と回答したのは約半

数（50.2％）と、未成年と比べて 30 ポイント以上低い結果となった。特に成人は「とてもそう思う」（未成

年：49.6％、成人：17.7％）の数値が低く、未成年に比べて英語の習得を重要だと感じていないことがわか

った。 

 

 

【総論】 

今回の調査により、未成年と成人の英語に関する意識の差が明らかとなりました。 

未成年・成人ともに、英語に関する苦手意識を持っている人が 6 割超にのぼるものの、未成年は英語を「得意」

だと感じている人が成人よりも多いことがわかりました。また、全体的に未成年は成人に比べて英語に触れる

時間や活用する場面が多く、英語の活用意欲も高いようです。さらに、未成年では「英語学習アプリ」を利用

して勉強をしている人も一定数いることから、今後はより一層スマートフォンやタブレット端末を利用した英

語学習ニーズが拡大していくと考えられます。 

一方で、英語のスキルについては、未成年・成人ともに「リスニング」や「リーディング」を得意だと感じ

ているものの、社会で求められているのは「スピーキング」であるという意識を持っている人が多いことも判

明しました。このギャップを埋める英語教材やコンテンツの充実を図ることが、今後の日本のさらなるグロー

バル化に必要なのではないかと GMO リサーチは考えます。 

 

 

 



【GMOリサーチ株式会社について】 

GMO リサーチは、「想いを、世界に」をフィロソフィーに掲げ、企業と生活者の関係の再構築を実現す

る、新しいマーケティング・ソリューション・プラットフォームを普及させる事業を展開しております。 

質の高い DIY 型（セルフ型）リサーチを効率的に実施できるインターネットリサーチプラットフォーム

「GMO Market
マ ー ケ ッ ト

 Observer
オ ブ ザ ー バ ー

」とアジア 13 ヶ国で 1,820 万人を超える消費者にインターネットリサーチが可

能な「ASIA
ア ジ ア

 Cloud
ク ラ ウ ド

 Panel
パ ネ ル

」のネットワークを活用し、アジアの生活者の生の声を収集する調査を多数行っ

ております。 

今後は、アジアだけでなく世界の生活者の声を企業に届け、さらなるインターネットリサーチの発展に貢

献してまいります。 

■「ASIA Cloud Panel」 URL：https://gmo-research.jp/platform/cloudpanel/acp 

以上 

 

 

 

 

 

 

【GMOリサーチ株式会社】 （URL：https://gmo-research.jp/） 

会 社 名 GMO リサーチ株式会社 （東証マザーズ 証券コード：3695） 

所 在 地 東京都渋谷区桜丘町 26 番 1 号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役社長 細川 慎一 

事 業 内 容 インターネットリサーチ事業 

資 本 金 2 億 9,903 万円 

【GMOインターネット株式会社】 （URL：https://www.gmo.jp/） 

会 社 名 GMO インターネット株式会社 （東証第一部 証券コード：9449） 

所 在 地 東京都渋谷区桜丘町 26 番 1 号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役会長兼社長・グループ代表 熊谷 正寿 

事 業 内 容 ■インターネットインフラ事業  ■インターネット広告・メディア事業 

■インターネット金融事業    ■モバイルエンターテイメント事業 

資 本 金 50 億円 

Copyright (C)2017 GMO Research, Inc. All Rights Reserved. 

【報道関係お問い合わせ先】 

●GMO リサーチ株式会社 マーケティング部 白鳥 

TEL：03-5962-0037(代表)  

E-mail：pr@gmo-research.jp 

●GMO インターネット株式会社 

グループ広報・IR 部 石井・島田 

TEL：03-5456-2695 E-mail：pr@gmo.jp 

https://gmo-research.jp/platform/cloudpanel/acp


【参考資料】 

 
 

 女性 男性 計 

未成年 10 代 25.5% 25.5% 50% 

成人 

20 代 6.3% 6.3% 12.5% 

30 代 6.3% 6.3% 12.5% 

40 代 6.3% 6.3% 12.5% 

50 代 6.3% 6.3% 12.5% 

全年代 50% 50% 100% 

※本調査の百分率表示は四捨五入で端数処理を行っており、合計しても 100％とならない場合がございます。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

小学生

低学年

小学生

中学年

小学生

高学年
中学1年 中学2年 中学3年 高校1年 高校2年 高校3年 大学1～2年 大学3～4年

社会に出て

から

未成年 3.3% 3.3% 6.7% 25.8% 20.9% 10.7% 14.3% 7.5% 3.8% 3.1% 0.0% 0.5%

成人 1.7% 0.9% 2.0% 33.3% 12.0% 7.7% 12.9% 3.3% 3.2% 3.6% 0.6% 18.8%

（表 2）苦手意識を感じるようになった時期 

［英語に苦手意識を感じると回答した未成年N＝3,120、成人N=3,347 単一回答］ 

 

（表 1）回答者の属性：性別［N＝10,000 単一回答］ 
 

（図 2）英語に対する苦手意識があるか［未成年N＝5,000、成人N=5,000 単一回答］ 
 

（図 1）英語に対する意識［未成年N＝5,000、成人N=5,000 単一回答］ 
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（図 3）苦手意識を感じるようになった理由 
［英語に苦手意識を感じると回答した未成年N＝3,120、成人N=3,347 複数回答］ 
 

（図 5）実践している（していた）勉強方法［未成年N＝5,000、成人N=5,000 複数回答］ 
 

（図 4）自身が最も得意なスキル／社会で求められていると感じるスキル 
［未成年N＝5,000、成人N=5,000 単一回答］ 

（表 3）一週間のうち英語に触れている時間 ［未成年N＝5,000、成人N=5,000 単一回答］ 
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1時間以下 2～3時間 4～5時間 6～10時間 11～15時間 16～20時間 21～30時間 31～40時間 41～50時間 51～60時間 61時間以上

未成年 43.7% 20.3% 14.7% 12.2% 4.0% 1.9% 0.9% 0.5% 0.4% 0.1% 1.2%

成人 84.2% 7.1% 3.2% 2.2% 1.3% 0.5% 0.5% 0.2% 0.3% 0.0% 0.4%

（図 7）今後英語を活かしたい場面［未成年N＝5,000、成人N=5,000 複数回答］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
No 
Douny［N＝1100 複数回答］ 
 

（図 6）現在英語を活かしている場面［未成年N＝5,000、成人N=5, 000 複数回答］ 

（図 8）英語を習得することが重要だと思うか［未成年N＝5,000、成人N=5,000 単一回答］ 
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英語の曲を聴く

英語の教材を使い独学で学んでいる

英語の映画やドラマを字幕なしで見る

海外旅行に行く

外国人の友人との交流

仕事で使っている

その他

特になし

未成年 成人

（表 3）一週間のうち英語に触れている時間 ［未成年N＝5,000、成人N=5,000 単一回答］ 
 


